
物理演習問題（１） ４月１３日

[1] 関数 f(x)の変数 xによる導関数 f ′(x)は

f ′(x) = lim
h→0

f(x + h)− f(x)
h

で定義される。
これを利用して、以下の関数の導関数をもとめよ。

(1) f(x) =
√

x, (2) f(x) = sinx, (3) f(x) = lnx(= logex)

なお、

lim
θ→0

sin θ

θ
= 1

と、P.190 の三角関数の公式を使ってよい。

[2]
（１）(x2 + 1)4 を xについて微分せよ。 （２）y2ey を yについて微分せよ。

（３）sin3(αu + β) を u について微分せよ。
（ただし、α、βは定数とする。）

[3] 指数関数 etは無限級数

et = 1 + t +
t2

2!
+

t3

3!
+ · · ·+ tn

n!
+ · · ·

で定義される。aを定数として
d

dt
eat = aeat

を示せ。
これを用いて、 ∫ t

t0
eat

′
dt
′
=

1
a
(eat − eat0)

を示せ。

[4] 以下の積分を求めよ。

(1)
∫ t

t0
sin at

′
dt
′
, (2)

∫ t

t0
cos at

′
dt
′

[5] 原点Oを中心として、X 軸上で単振動する質点がある。単振動の振幅は 3× 10−2[m]、
振動数は 1.5[Hz]、t = 0[s] における位相（初期位相）は 60◦として次の問いに答えよ。
(1) この単振動を表す式を書け。
(2) 時刻が t = 1[s] のとき、質点の座標、速度、加速度はいくらか。
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